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論　　文　　の　　要　　旨

　エンバク下胚軸切片を用いた光属性’に欄す・る実験ば菅櫃物ホルモンの1つであるオーキシンの活

性測定法として現在でも用いられているが、光屈性の機構には2つの説が提唱されている。1つ’は

光によってオーキシンの移動が起きラ不等分布が生じて屈性が引き起されるという説でありう他の

1つは光側組織での局部的な生長抑制によるという説である。1986年に長谷川らによりサクラジマ

ダイコン芽生えに生長抑制物質が発見され，raph舶鵬独1む〔3一㎜ethoxy（methy1thio）methy1－

2－pyrro蝸ne－thi㎝e〕と命名された。この物質は光によって誘導生成されることから芽光屈性と

の関係が着目された。本研究では曾まず生長抑制物質rapha㎜saninの生物学的意義を明らかにする

上で骨光屈性におけるraph鋤むs鋤i双の役割について調べることにした。

　光屈性刺激（白色光および青色光）を受けたダイコン下胚軸の光曲影側における生長量と曾それ

に伴う生長抑制物質ωpha㎜san缶夢raphan鵬狐1deの分布量を高速液体クロマトグラフィ（HPLC）

により調べた。dose－resp㎝se㎝rveより亨ダイコン下胚軸の光屈性は光側での生長抑制によって

引き起こされていることが判かった。そのときの内生の生長抑制物質を最大屈折曲を引き起こす途

上の60分で測定したところ雪光側での生長抑制に先行してraphan皿sanhが増量していた。IAAの不

等分布によって光屈性が引き起こされるという従来の説では甲その定量は生物検定法によるもので

IAAを単一物質として測定していない。そこで事内生IAA量のガスクロマトグラフィによる定量を

試みることにした。その結果繧IAAは光屈影側で全く均等に分布していること．が判明した。さらに骨

IAAの不等分布はオーキシン感受性細胞（上皮）で起こっているかどうかを明らかにするためダイ

コン下胚軸の光1影側をそれぞれ表皮と皮層組織に分けてIAAの定量を行ったが，IAAの不等分布
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は認められなかった。またヨ拡散性IAAの定量も行った。光屈性刺激を受けたアベナ幼葉鞘の先端

から寒天に移行した拡散物をヨWentと同じようにそのまま生物検定法にかけたところ曾光側のオー

キシン活性は影側の約38％だった。しかし，同じ寒天に含まれる拡散物を物理化学的な測定法で精

製してIAAの定量を行ったところヨ拡散性亙AA量は光1影側で均等に分布していることが分った。

以上の結果から事ダイコン下胚軸およびアベナ幼葉鞘の光屈性は亙AAの不等分布では説明できず官

raph独鵬独虹など生長抑制物質によって引き起こされている可能性が示された。

　次に。raph鋤蝸細bの植物界における分布をダイコンの属する亙φ肋舳∫属およびB狐曲α属芽そ

してこれまで光屈性の研究によく用いられてきた植物種を中心に調べた。その結果ヨrapha㎜sanin

は亙ψ肋舳∫属にのみ存在することが分かった。

　次にrapha蜘s独inの生長抑制機構を探るため冒各種生物検定法によって各種植物ホルモンに対す

る効果を調べたところヨraph独囎鋤1nはオーキシンとサイトカイニン作用を抑制したが。ジベレリ

ンに対しては影響しなかった。これらの結果から雪raph狐uS狐bはオーキシンとサイトカイニン作

用の抑制を通して生長抑制を引き起こしていることが示唆された。特にラraph狐usanhがオーキシ

ン作用を抑えたことに注目して細胞レベルおよび分子レベルから研究を行った。

　細胞レベルからはラ細胞の伸長方向を決定するといわれ昏細胞骨格という名称で呼ばれるマイク

ロチューブル（MT）の配向とオーキシンとの間に相関性のあることが分かっているためラオーキシ

ン（亙AA）が伸介するMTの配向性に対するr理h搬鵬aR1双の効果を調べた。伸長生長は表皮細胞の

動態に限定されることが分かっているので、オーキシンが伸長を引き起こす際の表皮細胞における

MTの様子を免疫蛍光学的顕微鏡法によって調べた。IAA処理後30分でダイコン下胚軸切片の生長

は有意に促進された。一方ヲMTの配向はIAA処理後15分で細胞の長軸方向に対して直角（transver－

se）に配向していた。しかしこのIAAによって誘導されるMTの配向変化は里同時にrapha㎜s狐iむを

処理することによって有意に抑えられた。またラあらかじめIAAによってtr狐sverseな配向にされた

MTに対するrapha㎜saninの効果も調べた。Raph狐us狐inによる生長抑制はraph狐鵬anin添加後

60分で認められたがヨIAAによって誘導されていたMTの配向はすでに添加後30分で抑制されてお

り事つまり細胞の長軸方向に対して平行（1㎝gitぬ触1）に配向していることが分かった。このよう

に争IAAの誘導する生長促進がraph独usaninを添加することによって抑制されたのに先行してラ

MTの配向性の変化が起こっていることが明らかとなった。

　同じように里raph独鵬狐inのオーキシン作用に対する抑制効果を分子レベルで調べるため害オー

キシンによって誘導されるようなタンパク質合成に対する影響をヨSDS一ポリアクリルアミドゲル

2次元電気泳動法および35S一メチオニンの取り込み試験によって調べた。しかし亨2次元電気泳動

法を用いてIAAあるいはrapha㎜saninによって誘導されるような新たなタンパク質の合成または

分解を見つけることはできなかった。一方ラダイコン下胚軸切片に加伽oで35S一メチオニンを取

り込ませたところ害IAAによるメチオニン取り込みの増加が見られラまた同時にraphanusaninを処

理することによってその取込みの増加は抑制された。

　数種のraph狐皿sanin類縁体を用いヨ2種類の生物検定法によってそれらの構造活性相関を調べ
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た。そのうち抑制活性はraphanusaninやraphanusamide〔（E）一3－meth－oxy－methy1e舵一2－

pym1idineti㎝e〕ヨそしてダイコン緑化芽生えより天然物として初めて単離された（E）一3一

（methy1thio）methy1ene－2－pyrro1idineti㎝eが高かった。なおヨ抑制活性の発現には環構造にS

（チオアミド）を含み、またピロリジンの3位の側鎖があり事6位にSCH。やOCH。の存在が必要で

あることが示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は光によって誘導される植物生長抑制作用物質が植物の光屈性現象の起因物質ではないか

という作業仮説のもとで行った研究である。サクラジマダイコンより抽出同定したrapha㎜s独1nと

オーキシンの機器分析による定量により雪光屈性がオーキシンの不等分布によるのではなく抑制物

質の生成によるということを明らかにした点は高く評価されて然るべきことと判断した。更にra－

phaΩUS鋤inがオーキシンとの拮抗作用を持つことを明らかにしヨオーキシン作用の抑制を通して作

用するという考え方を提起した点は今後の研究の方向に大きく貢献するものと思われる。

　この物質が泥φ肋π㏄属にしか認められなかった点はラ光屈性という植物が持つ一般的特性を説

明し得る唯一の物質ではなかったことを示すものであるがラそれぞれの植物種にこの物質とは異な

る化学構造の生長抑制物質が存在することが考えられラこの点更なる研究が望まれる。オーキシン

との関係についても分子レベルにおける研究の積み重ねが必要である。

　よってラ著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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